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第 127回 CIS一般会議事録（パートナー様用）  

                                             

  開催日時 2022 年 11月 27 日（日） 13時～15時  

  講 師  寺川 雅嗣 様 

  テーマ  「放送大学  錯覚の科学｣で学んだこと (講座内容の紹介) 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    会議風景 

 

1) 錯覚の科学 
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１－１） 講座のタイトル 

第１回  錯覚への招待 

第２回  視覚の錯覚 見ることは考えること 

第３回  錯視の世界を体験する 

第４回  知覚心理学と絵画芸術の接点 

第５回  視覚芸術と錯覚 

第６回  記憶の錯覚 人の記憶は確実なのか 

第７回  思考の錯覚と認知バイアス 

第８回  ヒューリスティックと行動経済学 

第９回  自己の一貫性と正当化が引き起こす錯覚 

第１０回 身近な情報の錯覚 

第１１回 錯覚の光と影 エンタテイメントと悪質商法 

第１２回 原因と結果をめぐる錯覚 

第１３回 科学的思考と錯覚 

第１４回 自己の錯覚 

第１５回 錯覚とメタ認知 錯覚とよいつきあいを築くために 

 

１－２） 講義概要 

私たちの脳が認識する世界と、客観的な世界の間にズレが生じること－それが「錯覚」である。 

この錯覚の性質や特徴を知ることは、私たちがどのように世界を認識しているのかを知ることにつながる。 

心理学の諸研究は、視覚や聴覚といった知覚研究を中心に、記憶や思考など広汎な心的過程で生じる 

錯覚のメカニズムを明らかにしてきた。これらの研究成果を概観することで、錯覚が私たちの日常生活や社会、

文化、芸術に与える影響を検討し、人の認知が持つ独特の仕組みについて理解を深めていく。 

 

錯覚～錯視～から始まり、錯視のメカニズムから記憶の仕組み・錯覚へとつながり、行動経済学や判断の 

錯覚で、やや批判的な内容が入りつつもポジティブイリュージョンの話で持ち上げつつまとめに入る。 

 

錯覚とは 

知覚された対象の性質や関係が刺激の客観的性質と関係と著しく食い違う現象 

無意識のうちに認知認識が歪められること。 

 

人間の眼からの情報に頼るウエイトが高く「錯覚＝錯視」と同義に受け取られがちだが五感と云われる感覚全

てに該当するものである。 

更に心で起こるものまで含めて「錯覚」というものを捉えた講義内容になっている。 

 

「錯覚」というものを通して、心が、システムが、どう働いているのか。 

社会,芸術,生活に深い関わりがある。 

錯覚を科学し、クリティカル･シンキングに役立てよう。と紹介されていた。 
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1-3） 講座を聴講して、 

・人間のメカニズムは解明途上にあり、医学面,理学面,社会面等々それぞれの分野で研究されている。 

・五感のセンサー、その信号の伝送経路、脳内への記憶、脳内情報を参照、結論を出す。 

 何故センサーの能力が今のスペックになったのか。情報処理を行う脳への伝達方法(経路)はどうなってるのか。 

 脳の記憶のメカニズム、センサー情報と記憶の参照はどうなされているのか。 

 伝達経路や記憶参照に必要な時間をどうカバーしているのか。 

 無意識に行われていることと意識できることの境界はなにか。 

・動物の本能として備わったこと、社会的な環境に対応するために備わったこと。 

 解明されることを楽しみにしたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 127 回ＣＩＳ研究所パートナー会議事録（一般様用）  

                                           4 

1-４） 講座内容の紹介   T=30:19 

 

錯覚の整理が行われた。             動画有り。 Ebbinghaus  
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近代的な錯視の研究が始まったのは 19世紀の中ごろのドイツからです。 

最初に発見されたのは、縦線と横線は同じ長さであるが、縦線のほうが長く見える「フィック錯視」。 

その後、ミュラー・リヤー錯視などが次々と発見・発表されました。 

続く 20世紀は、それら発見された錯視を詳しく分析する時代だったのですが、 

21世紀が間近になったころからは、コンピュータの発達もあって新発見が相次ぐようになりました。 

錯視研究はいま新しい時代を迎えています。 

 

錯視のカタログ     http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/catalog.html 
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（ソッティンスー。極端な短縮法を用

いて人物が上から観る者を見下ろ

しているかのように表現する描写
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■代表的なヒューリスティックの種類 

① 代表性ヒューリスティック 

代表的、典型的なイメージ（ステレオタイプ）を過大に評価する。 

例）外国人（のような見た目）だから英語が話せる、経営者はいいスーツを着ている 

② 利用可能性ヒューリスティック 

自分の見聞きしたことや口コミ、衝撃的な出来事など、想起しやすい情報から確率や程度を判断して評価する。 

例）車より飛行機の方が事故の起きる確率が高いと考える（実際には車の方が多い） 

③ 係留（アンカリング）と調整ヒューリスティック 

最初に与えられた情報（アンカー）を基準として物事を評価する。 

例）初めから 500円と聞くより、「1000円の商品が今なら 50％オフ」と聞く方が、同じ商品でも得だと感じる 

④ シミュレーション・ヒューリスティック 

経験や先入観から「架空のシナリオ」を考え、結果を推定する。 

例）過去のスピーチの失敗経験から「明日もまた失敗するだろう」と考える 

 

ヒューリスティックには、素早く判断を下せるメリットがある一方、深刻な判断ミスを引き起こす可能性もあります。 

そうした弊害を避けるために、日頃から意識して論理的に考えたり、数字やデータなど客観的な情報から合理

的に判断する習慣を身につけておくことが大切です。 

経験則は、重要な判断や決断を迅速に行う「OODA ループ」を回すのにも必要な要素です。 た、最近注目され

ている行動経済学・ナッジ理論もヒューリスティックに基づく観点が多く、部下指導やマーケティングに活用する

企業が増えています。 

ヒューリスティックのメリット・デメリットを正しく理解し、業務改善や問題解決などの場面で臨機応変に活かすこ

とで、効率的な仕事運びを実現させましょう！ 

Observe（観察）Orient（状況判断、方向づけ）Decide（意思決定）Act（行動） 
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NTT Illusion Forum 

エビングハウス視覚 （出典） 

周りのリンゴが消えると、二つのリンゴ

が同じ大きさであることがわかります。 



第 127 回ＣＩＳ研究所パートナー会議事録（一般様用）  

                                           10 

 

 

 

 

 

 

森川、視覚の心理学 日常に潜む錯覚・錯視の研究 

2016 Journal of the Japan Society of Colour Material 

上段：ムンカー・ホワイト錯視。下段：ムンカー・ホ 

ワイト錯視を説明する理論の一つ 
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錯視の例： 

  

      渦巻き見見える          →         同心円 

 

  

     Aが Bより明るく見える       →      実は、同じ明るさだった 
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   立方体に見える上面の明るさに注意        立方体に見える下面の明るさと同じだ！ 

 

  
   右側の赤い丸が大きく見える             実は、赤い丸の大きさは同じ！！ 

 

  
        この模様は何だろう  右の絵を見る   スケ―だった！ 

 

一度右のスケーターを見てしまうと、左の模様はスケーターに見える。 

 

HP   http://www.cis-laboratories.co.jp/index.html  

以上                             2022-11-30 文責 山本洋一 


